
み
よ
う

し
よ
う

じ

山
形
・
明
成
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
酒
田
市
大
宇
豊
川
字
明
成
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
六
月
ｉ
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
川
崎
利
夫

・
野
尻
　
侃

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

粥
成
寺
遺
跡
は
、
目
指
定
史
跡

「城
輸
柵
跡
」
の
北
方

一
・
三
血
に
位
置
す

る
。
日
向
川

・
荒
頑
川
の
合
流
地
点
よ
り
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
上
流
の
荒
頼
川
左
岸
、
旧

氾
濫
原
上
に
立
地
し
て
お
り
、

標
高

一
〇
ｍ
を
測
る
河
間
低

地
中
の
微
高
地
で
あ
る
。
発

掘
調
査
は
、
農
林
事
業
に
係

わ
る
用
排
水
路
の
部
分
に
限

定
し
て
行

っ
た
。
調
査
の
結

鴎
　
果
、
井
戸
跡

一
基
、
性
格
不

徽
　
明
の
落
ち
込
み
な
ど
の
遺
構

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
発
掘
区
の
北
西
部
Ｓ
Ｘ
二
と
し
た
長
径

一
一
〇

飢
、短
径
六
〇

ｍ
、

深
さ

一
五

鋭
の
不
整
楕
円
形
の
落
ち
込
み
か
ら
三
点
重
な
っ
た
状
態
で
検
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
こ
の
近
く
か
ら
同
じ
材
質
の
残
片
が
三
点
出
上
し
て
い

る
が
、
墨
書
は
認
め
ら
れ
な
い
。

３
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

「
各
以
衣
械
盛
衆
妙
華
供
養
他
方
十
万
億
佛
即
　
（Ｓ
ｙ
Ｈマ
Ｐ
ｏＰ

②

「
以
食
時
還
堆
剥
鰐
餌
経
行
舎
利
弗
極
楽
國
　
　
（甍
∀
牌毎
Ｐ
Ｓ

Ｏ

堅

成
輸

卸

律
嗚

ヵ
〕
　

　

　

　

　

（５

×
野

Ｈ
昌

三
点
の
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
上
部
は
山
型
に
削

っ
て
あ
る
。
釈
文
の
内
容
は
、

「
阿
弥
陀
経
」
巻
上
の
連
続
し
た
三
行
に
あ
た

る
。
本
木
筒
の
性
格
は
、
形
態
と
も
か
ね
合
せ
、
経
文
を
墨
書
し
た
柿
経
と
考

え
ら
れ
る
。
木
筒
の
時
期
は
、
木
簡
お
よ
び
木
製
品
以
外
の
伴
出
遺
物
が
な
い

た
め
明
ら
か
で
な
い
。

９
　
関
係
文
献

訥
効
餅
蝕

『若
王
寺
遺
跡

・
明
成
寺
遺
跡

。
三
日
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

山
形
県
埋
蔵
文
化
財
報
告
書
第
３２
集
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

長
橋
　
至

「
酒
田
市
明
成
寺
遺
跡
出
土
雀
塔
婆
も
し
く
は
柿
経
」

Ｑ
庄
内
考
古
学
』
第
Ｗ
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

（佐
藤
庄

一
）




